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１　はじめに
　学院史料室（昭和町資料室）では、古いオルガンを２台所蔵している。一
つは書庫、もう一つは事務室に置かれている。ここで触れるのは、後者の事
務室のオルガンについてである。
　学院史料室の事務室で鎮座するこの古いオルガンは、2014年に修復された。
そのため、アンティーク家具を思わせる佇まいと存在感があり、事務室とい
う一見無機質な空間のなかで、ひときわ異彩を放っている。アンティークと
いう言葉を使ったが、このオルガンがどのくらい古いのかというと、1922（大
正11）年に製造されたものなので、ざっと90年以上も前のものということに
なる。製造年等は、オルガンの内部に残されていた保険証で確認できる。製
造元は日本楽器製造株式会社（現ヤマハ株式会社）、機種名は「山葉オルガ
ン拾四號形」である。
　修復前のオルガンの状態は酷いものだった。経年による傷みが激しく、何とか
音が鳴るという程度で、とても楽器として使用できる状態ではなかった。学院史
料室では、以前からこのオルガンを修理したいと考えていた。しかし、修繕費の
面などから、なかなか踏み切れなかった。特に緊急性のあることではないため、
修復はまだまだ先のことになるだろうと個人的には思っていた。ところが、2014
年のある出来事が切掛けとなり、オルガンが修復されることになったのである。
　本稿では、2014年のオルガンの修復について、その経緯を中心に若干であ
るが記しておきたい。なお、オルガンの仕様や歴史的経緯の詳細については、
本誌第22号（2003年発行）で浜田美弥子氏が「桃山学院と三時代のリードオ
ルガン」としてまとめておられるので、ここでは省略する。
オルガンの修復について
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２　「マッサン」（NHK連続テレビ小説）とオルガン
　オルガンはもともと桃山学院の中高の隣にある日本聖公会大阪聖アンデレ
教会（桃山学院聖アンデレ礼拝堂としても使用）に設置されていた。なぜな
ら、オルガンは桃山中学校の第20期生（1922年卒）が大阪聖アンデレ教会（当
時は桃山准教会）に卒業記念として寄贈したものだからである。オルガンの
背面には、「第二十回卒業生記念」と彫られている。
　オルガンが教会に寄贈された頃、桃山中学校にある一人の化学の教師がい
た。その化学の教師とは、後にニッカウヰスキー株式会社（創業時は「大日
本果汁株式会社」）を創業することになる竹鶴政孝（1922年秋～1923年春ま
で桃山中学校に在籍）である。竹鶴政孝の妻であるリタさんはスコットラン
ド出身であり、キリスト教徒である。ここ大阪の地でも、住居近くの教会に
通っていたであろうことは想像に難くない。では、リタさんはどこの教会に
足を運んでいたのであろうか。それは、オルガンが置かれていた大阪聖アン
デレ教会（1927年９月までは桃山准教会であり、教会が使用していた建物の
名称は新生伝道館）だと考えて間違いないであろう。その根拠は、リタさん
が桃山准教会を管理していた桃山中学校の G.W. ローリングス校長と妻のリ
リアンさんと親しい間柄にあったからである。これは、竹鶴政孝の著作物か
らも明らかである。また、竹鶴政孝とリタは養子として迎えた娘のリマにキ
リスト教の洗礼を受けさせているが、その記録（教籍簿）が大阪聖アンデレ
教会に残されているからである。
　竹鶴政孝の浪人時代に、家計を支えるため、リタさんが英語とピアノの講
師をしていたことは有名な話である。ピアノを弾くことができたリタさんが、
教会に設置されていたオルガンに手を触れ、少しくらいは演奏したのではな
いかと、推測することはあながち誤りとは言えないであろう。オルガンに向
かうリタさんの写真などがあれば良いのだが、そのような資料は一切無い。
真相は定かではないが、学院史料室ではきっと演奏したはずだ、演奏したに
違いないと話していた。これは単なる希望的観測にすぎない。しかし、これ
がオルガンの修復に繋がることになった。
　ご覧になられた方も多いと思うが、2014年９月29日から翌年の３月28日に
かけて、竹鶴政孝とリタをモデルにしたドラマが放送された。NHKの連続
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テレビ小説「マッサン」である。この番組の制作段階で、NHKのスタッフ
が学院史料室を数回訪問している。目的は、史料室員の西口忠（現特別研究員）
から竹鶴政孝や当時の大阪の様子について話を聞くことであった。NHKの
スタッフが来室した際に、事務室に置かれているオルガンのことが話題にあ
がった。リタさんがこのオルガンを演奏した可能性があると西口忠がNHK
のスタッフに説明したところ、修復されれば撮影で使用したいという意向が
示された。そこで、学院史料室としても以前から修復の必要性を感じていた
こともあり、ただちにオルガンの修復に乗り出すことになったのである。
３　オルガンの修復　
　オルガンの修復は、大阪府枚方市に工房を持つ京阪ピアノサービスさんに
依頼した。2014年６月５日にオルガンを搬出、７月14日に無事修復が完了し
学院史料室に搬入された。搬出から搬入まで一か月余り掛かったことになる。
京阪ピアノサービスさんから作業中の写真を提供していただいた。全部で50
点以上の写真があった。これらの写真から、それまで知ることができなかっ
たオルガン内部の状態を知ることができた。外観の傷みと同様か、それ以上
に内部の損傷も相当進んでいたことがわかった。
　以下に、提供していただいた写真を掲載して、その一端を紹介したい。ただし、
紙幅の都合上、掲載は10点だけにした。修復が完了したオルガンについては、
本誌の口絵にカラー写真を掲載しているので、そちらをご覧いただきたい。
修理中のオルガン
京阪ピアノサービス工房　2014年７月（写真撮影・提供　京阪ピアノサービス）
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４　修復後のオルガン　―オルガンコンサート―
　さて、修復が完了したオルガンであるが、残念なことに、「マッサン」の
撮影では使用されることはなかった。オルガンを必要とする撮影日が予想よ
りも早く、修復が間に合わなかったためである。学院史料室としては、オル
ガンの活躍する場が無くなり少々残念に思っていたのであるが、日の目を見
る機会はすぐに訪れた。
　桃山学院大学の所在地である和泉市と大学との地域連携事業の一環とし
て、和泉市いずみの国歴史館で「和泉中央と桃山学院大学の20年1995-2015」
と題する春季特別展が開催されることになった。学院史料室は、大学の和泉
キャンパスへの移転に関する資料を中心に、桃山学院の全体の歴史を紹介す
ることになった。また、展示の開始日には「マッサン」の放送は終了してい
ることになるが、放送終了直後であり、世間的にはまだ「マッサン」のブー
ムが続いているであろうことも考慮し、竹鶴政孝とリタについても焦点を当
て資料展示することになった。それに併せて、リタさんに所縁のある（ある
と思われる）オルガンを使って、ミュージアムコンサートを開催してはとい
う意見もあり、実際に「オルガンコンサート」として開催されることになっ
た。会期中の土曜日と日曜日に計７回のコンサートが開催された。子供から
お年寄りまで、毎回50名ほどの方が聴きに来られた。
※オルガンコンサートの詳細については、森下徹氏の連携事業報告「いずみの
国歴史館と桃山学院大学との連携事業」（160頁）をご覧いただきたい。
さいごに
　和泉市いずみの国の歴史館でのミュージアムコンサート以降は、特にオル
ガンが活躍できる場を設けることができていない。今度は、中高生にもこの
オルガンの音色を楽しんでもらえる機会を作りたいと学院史料室では考えて
いる。また、2022年には、オルガンが製造及び寄贈されて100周年を迎える
ことになる。まだ、数年先の話になるが、100周年記念として何らかのイベ
ントを開催したいと思っている。

